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１． 研究計画の概要 

本領域は哺乳類の生殖系列の世代サイク
ルとエピゲノムネットワークを包括的に解
明することを目的として研究活動を行う。そ
のため、総括班（本研究課題）では領域の１
５名の計画研究代表者とおよそ２０名の公
募研究代表者が自由な発想のもと調和の取
れた活動を展開できるよう総括と評価等を
行う。具体的には、１．総括班会議の開催、
２．公開シンポジウムの開催、３．若手研究
者の育成、４．研究活動の広報、５．成果の
取りまとめ等を活動目的とし、領域全体の運
営を執り行う。採択時の審査において、「リ
プログラミング等進歩の激しいこの分野で
さらなるブレークスルー的な成果が生まれ
ることを期待する」および「本領域の趣旨を
生かした成果を期待する」との意見をいただ
いたので、これらの点を班員に徹底する。 

 

２．研究の進捗状況 

本領域の研究は哺乳動物の生殖細胞系列

の世代サイクルが回転するしくみを理解し、

その過程で起こる核機能のリプログラミン

グの実体解明をめざして期待以上に進捗し

ている。その成果は、Cell 誌に１報、Nature

誌に３報など、インパクトファクター１０以

上の雑誌に合計１２報の論文として報告し

た（５．代表的な研究成果を参照）。とくに

生殖細胞分化機構の解明、生殖細胞のエピゲ

ノムと小分子 RNA の関係の解明、精子幹細

胞の特性の解明などで著しい進展があった。 

 総括班では、事務局開設、ホームページの
立ち上げを行い、上記の論文発表成果を解説
付きで公開するなどの広報活動を行った。ま

た、平成１９年度に海外演者を招いた公開キ
ックオフシンポジウム（東京）、平成２０年
度には特定領域研究「性分化」（諸橋憲一郎
領域代表）との合同領域会議（熊本）、平成
２１年度は第２回公開シンポジウム（東京）
を開催し、活発な討論と交流を行った。また、
これらのシンポジウム・領域会議に合わせて
総括班会議を開催し、運営方針を討議した。
若手研究者育成に関しては、平成２０年度に
生殖研究ワークショップ（三崎）、平成２１
年度に若手研究会（御殿場）などの若手自主
企画による研究会を助成した。以上、当初の
計画どおりに進捗している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
とくに生殖細胞分化機構の解明、生殖細胞

のエピゲノムと小分子 RNA の関係の解明、
精子幹細胞の特性の解明で著しい進展があ
った（５．代表的な研究成果を参照）。また、
インパクトファクター１０以上の雑誌に掲
載された１２報の論文のうち５報が領域内
共同研究である点は、本領域が単なる優秀な
研究者の集まりではないことを示しており、
特定領域研究の意義を考えると特筆に値す
ると思われる。本領域の後半においては、い
わゆるリプログラミングの実体解明の進展
にも期待したい。 

 
４．今後の研究の推進方策 
順調に進捗しつつある領域の運営がさら

にスムーズに展開するよう以下の施策を行
う。まず、平成２２年度は中間評価の年にあ
たるので、これまでの研究成果を取りまとめ
て評価に臨む。また、その結果を班員に周知
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徹底する。また、平成２２年度には１２名の
著名な海外演者を招いて公開国際シンポジ
ウムを開催し（福岡）、班員へのさらなる刺
激を行いたい。その他の公開シンポジウム、
若手育成などは計画通りに執り行い、領域の
目的達成に資する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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